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[1] たとえば単調収束定理でできる．

[2] [0, 1]と [1,∞)で別々に評価して Lebesgueの収束定理を使う．

[3] まず，n > 0が，
∫
|f(x)|>n

|f(x)| dµ < ε/2 となるように取れる.（ここで可積

分性を使った.)次に, δ < ε/2nと取れば,

|
∫

A

f(x) dµ|

≤
∫

A

|f(x)| dµ

≤
∫

A∩{|f(x)|>n}
|f(x)| dµ +

∫
A∩{|f(x)|≤n}

|f(x)| dµ

≤ε/2 + ε/2 = ε

である．

配点は [1] 30, [2] 30, [3] 40点です．最高点は 75点 (1人)，平均点は 17.2点でした．


